
岩
城
隆
利
編

菊
判
・
上
製
・
カ
バ
ー
装
・
平
均
５
８
８
頁

※
写
真
は
い
ず
れ
も
本
書
よ
り
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智
光
の
伝
説

奈
良
時
代
の
元
興
寺
僧
と
し
て
、
最
も
人
口
に
膾か
い

炙し
や

し
て
い
る
人
物
の
一
人
は
智ち

光こ
う

で
あ
ろ
う
。

智
光
と
い
え
ば
、
後
世
に
流
布
さ
れ
た
い
く
つ
か
の

説
話
に
登
場
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
平

安
初
期
成
立
の
『
日に

本ほ
ん

霊り
よ

異う
い

記き

』
に
収
載
さ
れ
た
次
の

よ
う
な
説
話
で
あ
る
。

智
光
は
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
に
大
僧
正
と
な

っ
た
行
基
を
妬
ん
で
河
内
鋤す
き

田た

寺で
ら

に
引
退
し
、

そ
の
ま
ま
病
没
し
た
が
、
行
基
を
誹
謗
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
地
獄
で
責
め
を
受
け
る
。
許
さ
れ

て
蘇
生
し
た
後
に
行
基
の
も
と
に
詫
び
を
入
れ

た
と
こ
ろ
、
行
基
は
「
歓
よ
ろ
こ
ばし
き
か
な
、
尊と
う
とき
か

な
」
と
言
っ
て
こ
れ
を
許
し
た
。
そ
れ
か
ら

後
、
改
心
し
た
智
光
は
仏
法
を
弘
め
、
迷
い
の

あ
る
者
を
導
い
て
い
っ
た
。

こ
の
説
話
は
、『
日
本
霊
異
記
』
が
成
立
し
た
平
安

初
期
の
段
階
に
お
け
る
「
行
基
菩
薩
」
へ
の
信
仰
の
高

ま
り
や
、
三
論
と
法
相
、
元
興
寺
と
薬
師
寺
の
対
抗
関

係
な
ど
を
背
景
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
説
話
に
『
今
昔
物
語
集
』
で
智
光
幼
少
期
の

麻ま

福ぶ
く

田だ

丸ま
る

説
話
な
ど
も
付
加
さ
れ
、
独
自
に
展
開
し
て

い
っ
た
。

一
方
、
十
世
紀
末
ま
で
に
成
立
し
た
『
日
本
往
生
極

楽
記
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
智
光
の
極
楽
往
生
の
伝
記

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

地獄で責めを受ける智光（『元興寺極楽坊縁起絵巻』より） 元禄 14年（1701）　真言律宗元興寺

智光法師坐像　桃山時代　真言律宗元興寺

4
三
論
・
法
相
の
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え
と
寺
勢
の
興
隆

059　4　三論・法相の教えと寺勢の興隆

智
光
と
頼
光
（
礼
光
）
は
元
興
寺
の
僧
房
で
少
年

時
代
よ
り
同
室
修
学
し
て
い
た
が
、
頼
光
は
晩

年
に
及
ん
で
人
と
ま
っ
た
く
語
る
こ
と
が
な
く

な
り
、
そ
の
ま
ま
亡
く
な
っ
た
。
多
年
の
親
友

を
亡
く
し
た
智
光
は
、
頼
光
の
死
後
の
行
き
場

所
を
知
り
た
い
と
祈
念
し
た
と
こ
ろ
、
夢
の
中

で
頼
光
の
も
と
に
至
り
、
そ
こ
が
極
楽
浄
土
で

あ
る
こ
と
を
知
る
。
極
楽
往
生
の
た
め
の
方
法

を
尋
ね
る
智
光
に
、
仏
は
「
浄
土
の
荘
厳
を
観

想
せ
よ
」
と
告
げ
て
掌
中
に
小
浄
土
を
現
し

た
。
夢
か
ら
覚
め
た
智
光
は
、
画
工
に
浄
土
の

様
子
を
描
か
せ
て
、
一
生
こ
れ
を
観
想
し
、
極

楽
往
生
を
得
た
。

こ
の
説
話
は
、
浄
土
三
曼ま
ん

荼だ

羅ら

の
一
つ
と
し
て
信
仰

を
集
め
る
こ
と
に
な
る
浄
土
変
相
図
「
智
光
曼
荼
羅
」

の
成
立
を
物
語
る
説
話
で
あ
る
（
３
―

２
参
照
）。

大
き
く
こ
の
二
系
統
の
説
話
は
中
世
以
降
も
行
基
信

仰
と
智
光
曼
荼
羅
信
仰
の
高
揚
に
よ
っ
て
盛
ん
に
流
布

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
説
話
の
な
か
で
は
地
獄
に
も
極

楽
に
も
行
っ
た
智
光
の
伝
説
に
彩
ら
れ
た
人
物
像
が
形

成
さ
れ
て
い
く
こ
こ
と
と
な
る
。

近
世
に
至
っ
て
も
こ
れ
ら
の
説
話
は
寺
側
で
み
ず
か

ら
の
由
緒
に
組
み
込
ま
れ
て
広
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
元

禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）『
南
都
元
興
寺
別
院
極
楽
坊

縁
起
絵
巻
』
は
、
ま
さ
に
こ
の
二
系
統
の
説
話
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
絵
巻
物
に
よ
っ
て
視
覚
的
に

広
め
る
こ
と
が
企
図
さ
れ
た
。
智
光
曼
荼
羅
が
各
地
の

念
仏
講
に
受
容
さ
れ
る
中
で
、
和い
ず

泉み
の

国く
に

稲い
な

葉ば

村む
ら

（
大
阪

府
岸
和
田
市
）
で
は
智
光
（
麻
福
田
丸
）
が
こ
の
村
の

出
身
で
あ
る
と
す
る
伝
承
が
生
じ
る
な
ど
（
嘉
永
四
年

「
泉
州
稲
葉
村
麻
福
山
大
門
坊
極
楽
寺
縁
起
」）、
智
光
の

説
話
は
各
地
域
に
根
強
く
自
己
展
開
し
て
い
っ
た
。

智
光
の
実
像

こ
の
よ
う
に
伝
説
に
富
む
智
光
で
あ
っ
た
が
、
彼
は

紛
れ
も
な
く
実
在
し
た
僧
侶
で
あ
り
、
実
際
の
事
績
に

つ
い
て
も
知
り
う
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。

極楽浄土に至った智光（『元興寺極楽坊縁起絵巻』より） 元禄 14年（1701）　真言律宗元興寺

頼光法師坐像　桃山時代　真言律宗元興寺

想
せ
よ
」
と
告
げ
て
掌
中
に
小
浄
土
を
現
し

た
。
夢
か
ら
覚
め
た
智
光
は
、
画
工
に
浄
土
の

様
子
を
描
か
せ
て
、
一
生
こ
れ
を
観
想
し
、
極

楽
往
生
を
得
た
。

こ
の
説
話
は
、
浄
土
三

を
集
め
る
こ
と
に
な
る
浄
土
変
相
図
「
智
光
曼
荼
羅
」

の
成
立
を
物
語
る
説
話
で
あ
る

大
き
く
こ
の
二
系
統
の
説
話
は
中
世
以
降
も
行
基
信

仰
と
智
光
曼
荼
羅
信
仰
の
高
揚
に
よ
っ
て
盛
ん
に
流
布

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
説
話
の
な
か
で
は
地
獄
に
も
極

楽
に
も
行
っ
た
智
光
の
伝
説
に
彩
ら
れ
た
人
物
像
が
形

成
さ
れ
て
い
く
こ
こ
と
と
な
る
。

近
世
に
至
っ
て
も
こ
れ
ら
の
説
話
は
寺
側
で
み
ず
か

ら
の
由
緒
に
組
み
込
ま
れ
て
広
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
元

禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）

縁
起
絵
巻
』
は
、
ま
さ
に
こ
の
二
系
統
の
説
話
を
組
み

合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
絵
巻
物
に
よ
っ
て
視
覚
的
に

119　1　太子信仰と大師信仰

聖
徳
太
子
二
歳
像（
南
無
仏
太
子
）

奈
良
県
指
定
文
化
財

木
造
玉
眼
彩
色

像
高
六
八
・
二

鎌
倉
時
代

真
言
律
宗
元
興
寺

写
真
提
供
：
便
利
堂

童
子
ら
し
か
ら
ぬ
凛
々
し
い
面
貌
や
柔
ら
か
く
張

り
の
あ
る
肉
身
表
現
、
後
方
に
広
が
る
袴
裾
の
造
形

も
巧
み
で
あ
る
。
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ナ
ー
調
査
に
よ

っ
て
像
内
納
入
品
が
確
認
さ
れ
、
紙
束
の
ほ
か
、
木

製
五
輪
塔
の
内
部
に
舎
利
容
器
や
数
粒
の
舎
利
、
紙

片
が
確
認
さ
れ
る
。
孝
養
像
と
同
様
に
、
多
数
の
結

縁
勧
進
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
作
者
は
今
明
ら
か
で
な
い
が
、
孝
養
像
作
者
善

春
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
の
仏
子
で
あ
ろ
う
。
善
円

（
慶
）
作
例
に
特
徴
的
な
技
法
で
あ
る
玉
眼
押
え
木

を
細
長
い
竹
で
と
め
る
仕
様
が
み
ら
れ
る
。
作
風
は

善
円
の
個
性
と
は
異
な
る
も
の
の
、
や
は
り
善
派
仏

師
に
よ
る
制
作
の
可
能
性
が
高
い
。

（
植
村
）

地獄で責めを受ける智光（『元興寺極楽坊縁起絵巻』より） 元禄 14年（1701）　真言律宗元興寺
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し
た
可
能
性
が
高
く
、
善
円
を
重
用
し
た
真
言
律
に
よ

る
古
寺
復
興
の
動
向
と
も
リ
ン
ク
す
る
こ
と
が
推
定
さ

れ
る
。
な
お
、
Ｘ
線
透
過
撮
影
に
よ
っ
て
像
内
胸
部
辺

り
に
十
一
面
観
音
小
像
、
胸
腹
部
に
巻
子
一
〇
数
本
が

納
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。�

（
植
村
）

　
総
じ
て
鎌
倉
時
代
中
期
か
ら
南
都
を
中
心
に
活
躍
し

た
仏
師
善ぜ

ん

円え
ん

（
慶
）
の
作
風
に
近
似
し
、
条じ

よ

帛う
は
くの
渦

文
、
脛
部
分
の
深
く
弧
線
を
連
ね
る
衣
文
や
膝
前
で
絡

む
天て

ん

衣ね

な
ど
は
古
様
で
あ
る
。
こ
の
古
典
的
な
表
現

は
、
頭
上
の
変
化
面
の
ひ
と
つ
に
木
心
乾
漆
造
（
奈
良

時
代
）
の
忿ふ

ん

怒ぬ

面め
ん

が
転
用
さ
れ
る
こ
と
と
も
無
関
係
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
な
ん
ら
か
の
古
像
を
復
興
し
よ
う
と

十
一
面
観
音
菩
薩
立
像
　重
要
文
化
財

木
造
玉
眼
漆
箔

　像
高
一
九
〇
・
七
（
頂
上
仏
面
含
）

鎌
倉
時
代

　華
厳
宗
元
興
寺

写
真
提
供
：
奈
良
国
立
博
物
館
（
撮
影 

森
村
欣
司
）

楽
往
生
を
得
た
。

こ
の
説
話
は
、
浄
土
三

を
集
め
る
こ
と
に
な
る
浄
土
変
相
図
「
智
光
曼
荼
羅
」

の
成
立
を
物
語
る
説
話
で
あ
る

大
き
く
こ
の
二
系
統
の
説
話
は
中
世
以
降
も
行
基
信

仰
と
智
光
曼
荼
羅
信
仰
の
高
揚
に
よ
っ
て
盛
ん
に
流
布

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
説
話
の
な
か
で
は
地
獄
に
も
極


